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都
市
化
は
都
市
部
へ
の
人
口
移
動
を

意
味
す
る
も
の
で
、
異
な
る
利
害
が
衝

突
す
る
過
程
で
あ
る
。
都
市
政
府
が
提

供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く
獲

得
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
、
自
己
利

益
を
実
現
す
る
た
め
に
、
都
市
の
住
民

は
積
極
的
に
政
治
に
参
加
す
る
。
急
速

に
進
む
都
市
化
過
程
で
は
多
様
な
利
害

の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
よ
り
激
し
く
な

り
、
解
決
や
妥
協
す
る
こ
と
も
一
層
難

し
い
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
化
に
と
も

な
う
利
害
の
衝
突
が
如
何
に
解
決
さ
れ

る
か
は
、
そ
の
都
市
ま
た
は
国
の
政
治

の
あ
り
方
に
大
き
く
影
響
す
る
の
で
あ

る
。
本
特
集
は
、
急
速
に
進
む
中
国
の

都
市
化
過
程
で
、
異
な
る
利
害
が
ど
の

よ
う
に
衝
突
し
、
問
題
が
如
何
に
解
決

さ
れ
る
の
か
を
政
治
学
と
社
会
学
の
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。

●
中
国
の
都
市
化
を
ど
う
理
解
す

る
か

中
国
の
都
市
化
を
考
え
る
際
、
二
〇

一
一
年
は
重
要
な
意
義
を
持
つ
年
で
あ

る
。
公
式
統
計
上
、
中
国
の
都
市
人
口

が
農
村
人
口
を
上
回
っ
た
の
で
あ
る

（
表
１
）。
李
克
強
総
理
を
初
め
と
す
る

政
府
役
人
は
次
の
経
済
発
展
の
原
動
力

と
し
て
都
市
化
に
注
目
し
て
い
る
。
な

ぜ
今
に
な
っ
て
都
市
化
を
重
視
す
る
よ

う
な
っ
た
の
か
を
説
明
す
る
た
め
に

は
、
中
国
に
お
け
る
都
市
化
の
文
脈
を

簡
単
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
国
政
府
が
指
す
都
市
化
は
「
工
業

化
」、「
城
鎮
化
（
都
市
化
）」、「
農
業

近
代
化
」
の
一
環
で
あ
り
、
都
市
と
農

村
の
二
元
構
造
を
改
善
す
る
方
法
の
ひ

と
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
改
革

開
放
以
後
の
中
国
で
は
工
業
化
が
先
行

し
、
経
済
を
け
ん
引
し
て
き
た
。
そ
れ

に
対
し
て
都
市
化
が
進
む
よ
う
に
な
っ

た
の
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
後
で
あ

る
。
二
〇
一
一
年
の
段
階
で
都
市
化
率

は
五
〇
％
を
越
え
た
が
、
こ
れ
は
都
市

部
の
常
住
人
口
の
数
字
で
あ
る
。
都
市

部
で
働
き
な
が
ら
も
農
村
戸
籍
を
保
有

し
て
い
る
人
は
依
然
多
く
、
戸
籍
上
の

都
市
人
口
で
中
国
の
都
市
化
率
を
計
算

す
る
と
三
五
％
程
度
に
留
ま
る
。
李
克

強
総
理
が
都
市
化
に
注
目
し
、
今
後
の

経
済
発
展
の
原
動
力
に
す
る
根
拠
も
戸

籍
人
口
で
計
算
す
る
都
市
化
率
の
低
さ

に
あ
る
。

中
国
は
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
五
〇

〇
〇
ド
ル
を
超
え
て
中
進
国
の
仲
間
入

り
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都

市
化
率
（
戸
籍
人
口
）
は
中
進
国
の
平

均
水
準
（
六
〇
％
）
よ
り
低
い
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、世
界
の
平
均
水
準（
五

二
％
）
よ
り
も
低
い
。
過
去
二
〇
年
間

の
都
市
化
率
を
年
間
平
均
で
み
る
と

一
・
二
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

こ
の
ペ
ー
ス
で
進
め
ば
都
市
化
率
（
戸

籍
人
口
）
が
中
進
国
の
平
均
水
準
に
達

す
る
ま
で
さ
ら
に
二
〇
年
の
歳
月
が
必

要
だ
。
つ
ま
り
、
中
国
の
都
市
化
に
は

ま
だ
大
き
な
発
展
余
地
が
あ
る
と
い
う

認
識
で
あ
る
。

都
市
化
に
関
す
る
楽
観
的
な
考
え
方

を
典
型
的
に
表
し
て
い
る
の
が
上
海
万

博
で
あ
る
。
万
博
テ
ー
マ
の
英
語
標
記

が
「Better City, Better Life

」
で

あ
る
の
に
対
し
、中
国
語
の
標
記
は「
都

市
が
生
活
を
更
に
良
く
す
る
（
城
市
、

譲
生
活
更
美
好
）」
で
あ
っ
た
。
中
国

の
文
脈
で
解
釈
す
る
と
、
農
民
が
都
市

住
民
へ
、
農
村
が
都
市
へ
と
変
わ
る
こ

と
で
生
活
が
よ
り
良
く
な
る
と
い
う
意

味
合
い
で
あ
る
。
仮
に
中
国
政
府
が
予

想
し
て
い
る
通
り
に
都
市
化
が
進
む
と

一
〇
年
後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

（出所）各年度『中国統計年鑑』。

年度 総人口（万人） 都市人口／比率 農村人口／比率

1949 54,167 5,765 ／
10.64％

48,402 ／
89.36％

1978 96,259 17,245 ／
17.92％

79,014 ／
82.08％

1988 111,026 28,661 ／
25.81％

82,365 ／
74.19％

1998 124,761 41,608 ／
33.35％

83,153 ／
66.65％

2008 132,802 62,403 ／
46.99％

70,399 ／
53.01％

2011 134,735 69,079 ／
51.27％

65,656 ／
48.73％

表 1　人口規模
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特集にあたって

う
か
。Foreign Policy

誌
が
二
〇
一

二
年
九
／
一
〇
月
号
（「
二
〇
二
五
年
：

世
界
で
最
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
都
市
ラ

ン
キ
ン
グ
」
特
集
）
が
示
し
た
都
市
順

位
表
が
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
し
て

い
る
。
ラ
ン
キ
ン
グ
を
詳
し
く
み
る

と
、
一
位
は
上
海
で
二
〇
二
五
年
に
は

都
市
人
口
が
三
〇
〇
〇
万
人
を
越
え
て

い
る
。
二
位
に
は
北
京
、
三
位
に
は
天

津
、
広
州
が
五
位
、
深
圳
が
六
位
、
重

慶
が
八
位
に
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
下

に
行
く
と
武
漢
、
仏
山
な
ど
い
わ
ゆ
る

第
二
線
都
市
が
続
く
。
上
位
二
〇
位
以

内
に
入
っ
て
い
る
中
国
の
都
市
は
一
三

も
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、

東
京
は
完
全
に
脇
役
と
な
っ
て
い
る
。

実
際
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
の
都
市
の

変
化
を
み
る
と
、
都
市
人
口
は
特
大
都

市
（
農
業
に
従
事
し
な
い
人
口
が
一
〇

〇
万
人
を
超
え
る
都
市
）
に
集
中
し
て

お
り
、
中
小
規
模
の
都
市
の
人
口
は
横

ば
い
か
縮
小
傾
向
に
あ
る
。
現
在
の
趨

勢
で
行
く
と
、
い
ず
れ
は
特
大
都
市
を

中
心
と
し
た
都
市
群（
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
）

が
形
成
さ
れ
、
都
市
人
口
の
大
半
を
吸

収
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
日
、
急
速
に

進
む
都
市
化
が
も
た
ら
し
た
諸
問
題
は

特
大
都
市
に
集
中
し
て
現
れ
、
特
大
都

市
は
現
代
中
国
を
理
解
す
る
ひ
と
つ
の

縮
図
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

●
な
ぜ
都
市
化
を
研
究
す
る
の
か

な
ぜ
中
国
の
都
市
化
を
研
究
す
る
の

か
。
本
特
集
の
問
題
意
識
は
現
代
中
国

が
直
面
し
て
い
る
二
つ
の
緊
張
関
係
か

ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
つ
目

は
、
都
市
化
と
戸
籍
制
度
の
緊
張
関
係

で
あ
る
。
都
市
化
は
人
の
移
動
か
ら
始

ま
る
が
、
中
国
で
は
長
い
間
移
動
の
自

由
が
制
限
さ
れ
て
い
た
。
都
市
の
戸
籍

を
有
す
る
者
に
は
社
会
福
祉
制
度
が
適

用
さ
れ
る
一
方
、
農
村
で
は
福
祉
制
度

が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。
近
年

に
な
っ
て
、
移
動
の
制
限
は
解
除
さ
れ

た
も
の
の
、
戸
籍
制
度
は
廃
止
さ
れ
て

い
な
い
。
都
市
が
提
供
す
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
と
社
会
福
祉
は
依
然
と
し
て
都
市

戸
籍
を
有
す
る
者
を
優
遇
し
て
お
り
、

都
市
戸
籍
を
持
つ
人
々
の
既
得
権
益
と

な
っ
て
い
る
。
農
村
か
ら
都
市
へ
移
動

し
た
も
の
の
都
市
戸
籍
を
持
た
な
い

人
々
は
、
平
等
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
福

祉
制
度
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
戸

籍
を
持
つ
者
と
持
た
な
い
者
の
緊
張
関

係
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

戸
籍
制
度
を
め
ぐ
る
問
題
は
異
な
る
利

害
が
衝
突
す
る
も
っ
と
も
典
型
的
な
事

例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
都

市
化
は
単
な
る
人
口
移
動
の
話
で
は
な

く
、
都
市
部
の
既
得
権
益
の
再
分
配
に

関
わ
る
政
治
問
題
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
多
発
す
る
紛
争
事
例
と

限
ら
れ
た
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
緊

張
関
係
で
あ
る
。
中
国
社
会
の
利
益
の

多
様
化
が
進
む
一
方
で
、
制
度
的
に
保

障
さ
れ
た
権
利
を
主
張
す
る
場
は
限
ら

れ
て
い
る
。
裁
判
所
は
紛
争
を
解
決
す

る
際
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
と

こ
ろ
、
現
代
中
国
で
は
十
分
に
機
能
し

て
い
な
い
。
特
に
、
政
府
と
市
民
の
利

害
紛
争
に
関
し
て
は
そ
の
役
割
は
非
常

に
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
政
府
が
主

導
権
を
握
っ
て
都
市
化
を
推
進
す
る
ゆ

え
に
、
政
府
自
身
の
中
立
性
も
疑
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
多
発
す

る
紛
争
（
社
会
内
部
の
紛
争
、
政
府
と

市
民
の
紛
争
な
ど
）
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

経
済
発
展
水
準
と
規
模
の
違
い
に
よ

り
都
市
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
も
異
な

る
が
、
特
大
都
市
だ
け
に
限
定
し
て
み

る
と
、
政
治
機
能
と
経
済
機
能
が
集
中

し
て
お
り
、
二
つ
の
緊
張
関
係
が
顕
著

に
現
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
特
大
都
市

で
は
利
益
の
多
様
化
が
進
ん
で
お
り
、

ひ
と
つ
の
事
件
を
巡
っ
て
様
々
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
連
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
々
の
価
値
観
も
多
様
で
自
分

の
権
利
を
強
く
主
張
す
る
傾
向
が
あ
る

の
で
、利
害
の
衝
突
を
考
察
し
や
す
い
。

さ
ら
に
、
特
大
都
市
で
の
出
来
事
は
常

に
社
会
か
ら
注
目
さ
れ
、
権
利
を
主
張

す
る
行
為
に
対
す
る
都
市
政
府
の
対
応

も
よ
り
柔
軟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
権
力

側
の
変
化
も
と
ら
え
や
す
い
。
以
上
の

よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
特
集
で
の
各
執

筆
者
も
特
大
都
市
で
の
出
来
事
を
中
心

に
分
析
を
行
っ
た
。

●
特
集
の
狙
い

本
特
集
は
筆
者
が
立
ち
上
げ
た
研
究

会
『
中
国
の
都
市
化
：
拡
張
、
不
安
定

と
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
』（
二
〇
一
二
／

一
三
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
メ
ン
バ
ー
は
中
国
と
日
本
で
活
躍

し
て
い
る
若
手
の
中
国
研
究
者
が
中
心

で
、
東
京
・
北
京
・
南
京
・
杭
州
で
研

究
会
を
組
織
し
て
議
論
を
重
ね
た
。
さ

ら
に
、
ベ
テ
ラ
ン
の
中
国
研
究
者
二
人

が
加
わ
り
、議
論
の
統
括
・
整
理
を
行
っ

た
。
言
語
の
問
題
上
、
特
集
で
は
中
国

側
か
ら
の
原
稿
を
一
本
に
限
定
し
、
ほ

か
の
成
果
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

特
集
の
各
執
筆
者
が
注
目
す
る
問
題
と

現
象
は
中
国
の
都
市
化
と
密
接
に
関
連

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
政
治
的
・

社
会
的
な
意
味
合
い
も
大
き
い
。
本
特

集
が
中
国
の
都
市
化
を
理
解
す
る
一
助

に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
に
ん
て
つ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　
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ジ
ア
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グ
ル
ー
プ
）


